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か否かとの関連でとらえなければならぬこと, 従ってまた景観の価値判断は ｢あるべき景観｣ との比較に
おいてとらえられるべきことを論じ, そこから景観計画の理論的必要性を指摘している｡ またこの章で,
本研究で用いる ｢景観｣ の定義を行ない, 種類, 構成形式, 視点との関係などからその型の分類を行な
い, さらにそれらの型の間の関連について論じている｡
罪 1 章では, 明治以降の国土の景観変貌と景観恩想の流れを文献により検討し, わが国の近代景観思想
の特色として, 西欧的景観の尊重, その実現への欲求と努力が日本の都市の現実の中で必然的に生み出す
一点豪華主義的景観整備思想, 他人にみせるための景観整備思想, 清掃主義的景観整備思想, それをささ
える道徳主義的な環境美化の考え方, それはまた支配者の立場にたった ｢上からの｣ 景観整備思想である










地域として奈良盆地をとりあげ, 人口動態, 建築動態, 土地利用形態の変遷過程の検討を通じて従来の文
化財を主体とする史跡観光レクリェ- シヨン地域および農業地域が都市化のために大都市の郊外住宅地と
いう性格を強め, 土地利用形態が変化し, 地域景観が大きくかわってきていること, さらに, とくに景観
変貌の激しい地区として, 橿原市八木地区をとりあげ, 住宅地化による景観変貌が, 単なる農地の宅地化







物理的 ･生理的 (たとえば悪臭) な影響を与えない限りとくに意識されにくいこと, 同じ景観にたいして
も立場のちがいや居住者の階属的性格のちがいによってとらえ方の異なることを明らかにし, したがって
景観整備のためには, 居住者にたいする教育 ･広報活動とともに, それが関係個人にたいする損失をもた
らさぬような (とくに農業) 制度の必要なことを指摘している｡
第4章では, 景観整備のためにとられている現行措置の中の代表的なものである風致地区と美観地区を
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実に鑑み, 地域景観整備における景観計画の必要性とその備えるべき内容について論じている｡ 地域景観




歴史的景観の代表的な型として奈良県今井町 (町なみ型歴史的街区), 奈良県飛烏地方 (環境型文化財,




補章では, わが国の景観保護措置の特色を, 他の国のそれと比較するために, フランスの例をとりあげ




担当する組織がわが国にくらべて充実し, また権限も大きいこと, 総じて都市計画全体の中で, 景観整備
の占める比重の大きいことを指摘している｡ しかし, 同時に, 充実した制度がもっぱら歴史的景観保護に
向けられていることは, 都市全体の景観政策をきわめて懐古的なものとしていること, わが国がそうした
充実した制度を学ぶことは必要であり, かつ可能な筈であるが, 歴史的景観の本質から考えても, また
｢木造の都市｣ という事情から考えても, 単純な古風の保存でなく, 伝統を否定的媒介として新らしい景
観を作っていくべきであるとしている｡
以上をまとめて結章としている｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




な開発による地域景観の荒廃に対して国民生活の変化 ･発展は, 環境の景観整備- の要求をますますたか
め, その必要性が強く指摘されはじめている｡ しかし, 従来この分野でわずかに見られる研究は, 多くは
趣味的な考察ないしは部分的 ･技術的な研究にとどまっており, 景観整備を地域空間整備の中でどうとら
え, それをどうすすめるかについての理論的 ･総合的な研究は未開拓の状態である｡


















(5) 風致地区, 美観地区など景観整備のための現行法制の有効性と欠陥をあきらかにし, 景観計画に
もとづく景観誘導の必要性を指摘している｡ その欠陥としては, とくにさまざまの法制上の措置が相互に
有機的な関連をもたないためにそれぞれのもつ可能性が生かされないこと, 整備がもっぱら ｢規制｣ によ
っているため積極的な景観形成が不可能で あること, さらに景観の まとまりごとの整備目標をもたぬた




(6) 地域景観整備の窮極の目標は, 地域に固有の個性的な景観を実現することにあり, そのためには
とくに地域の特色を示す歴史的景観を, さまざまの空間規模において積極的に生かしていくことが有効で
あること, しかしそれはつねに地域の開発 ･再開発をとおして, 地域空間の整備の中で行なうことが必要
であることを指摘し, 文化財歴史的景観保全の地域景観整備にたいしてもつ意義と条件をあきららかにし
ている｡ またそれに関連して, 広域圏における歴史的景観地域網の必要と可能性を論じている｡
(7) 歴史的景観の典型として三つの型をあげ, その事例と して奈良市, 今井町, 飛鳥地方を とりあ
げ, それぞれについて景観分析手法, 景観整備手法を含む景観計画の方法を呈示している｡ また一般の場
合についてもこれらの型のくみあわせが, 有効であることを論じている｡
(8)諸外国の景観保護政策のうち, もっとも制度がととのっているといわれるフランスの例をとりあ
げ, 制度の構造と内容, それを成立させている社会的 ･歴史的条件を検討し, わが国にとって参考とすべ




以上を要するに, 本論文は従来主観的, 技術的に扱われてきた地域景観整備の問題について, その目標
と必要とされる手段を明らかにし, これに総合的 ･客観的な方向づげを与えたので, 地域生活空間計画の
理論と施策の発展に寄与することころが大きい｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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